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（
１
）
～
（
３
）

華
岡
青
洲
の
生
涯
の
研
究
テ
ー
マ
が
乳
癌
の
治
療
で
あ
っ
た
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
麻
沸
散
、
一
名
通
仙
散
投
与
下
に

一
、
は
じ
め
に

華
岡
青
洲
の
「
乳
巖
姓
名
録
」
の
研
究

個
別
の
症
例
記
録
と
の
比
較
検
討

〔
要
旨
〕
青
洲
の
業
績
の
中
で
最
大
の
麻
沸
散
の
開
発
は
、
乳
癌
手
術
を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
最
初
の
全
身

麻
酔
下
手
術
も
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
の
藍
屋
勘
の
乳
癌
の
手
術
で
あ
っ
た
し
、
乳
癌
患
者
一
五
四
名
の
名
簿
も
遺

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
傍
証
さ
れ
る
。
従
っ
て
青
洲
の
研
究
上
、
彼
の
乳
癌
に
対
す
る
治
療
に
つ
い
て
詳
細
に

調
査
す
る
こ
と
は
不
可
欠
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
そ
の
根
本
的
史
料
で
あ
る
「
乳
巖
姓
名
録
」
は
甚
だ
不
完
全
な
記
録

で
あ
り
、
冒
頭
に
記
き
れ
て
い
る
年
月
日
が
何
を
意
味
す
る
か
明
か
で
な
く
、
必
ず
し
も
従
来
考
え
ら
れ
た
手
術
年
月

日
で
は
な
い
。
「
乳
巖
姓
名
録
」
と
は
別
に
門
人
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
個
々
の
症
例
記
録
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

症
例
記
録
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
青
洲
一
門
が
治
療
し
た
乳
癌
患
者
の
正
確
な
実
態
が
知
ら
れ
る
と
考
え
ら

れ
、
そ
の
具
体
例
を
松
原
貞
（
定
）
碩
の
妻
の
手
術
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
華
岡
青
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、
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沸
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術
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（
４
）

お
け
る
最
初
の
手
術
例
に
大
和
五
条
駅
の
藍
屋
利
兵
衛
の
母
勘
を
選
択
し
た
こ
と
や
、
一
連
の
乳
癌
（
手
術
）
の
患
者
を
記
し
た
「
乳
巖
姓
名

（
５
）

録
」
が
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
容
易
に
理
解
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

（
５
）

し
か
し
こ
の
「
乳
巖
姓
名
録
」
の
記
述
が
甚
だ
不
完
全
、
不
正
確
で
あ
る
こ
と
は
、
右
に
述
べ
た
藍
屋
利
兵
衛
の
母
勘
に
つ
い
て
の
記
述

（
４
）
（
６
）

が
、
「
乳
巖
治
験
録
」
で
は
年
紀
を
欠
く
も
の
の
「
十
月
十
有
三
日
」
で
あ
り
、
一
方
呉
秀
三
の
著
書
に
見
え
る
「
乳
巖
姓
名
録
」
に
は
「
文

化
元
年
（
一
八
○
四
）
十
月
既
望
」
つ
ま
り
十
月
十
六
日
と
あ
っ
て
、
年
紀
は
別
と
し
て
も
、
日
付
に
三
日
の
差
が
あ
る
。
こ
の
差
異
の
た
め

（
７
）
（
８
）
（
５
）

従
来
手
術
の
施
行
日
が
誤
っ
て
文
化
二
年
二
八
○
五
）
十
月
十
三
日
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
考
盧
す
れ
ば
「
乳
巖
姓
名

（
９
）

録
」
の
記
述
の
正
確
さ
に
つ
い
て
は
、
各
症
例
毎
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宗
田
も
こ
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
が
、
主
と
し
て
期

日
の
違
い
に
言
及
し
た
の
み
で
あ
る
。

（
１
）

そ
こ
で
本
稿
で
は
呉
の
収
載
す
る
「
乳
巖
姓
名
録
」
と
個
々
の
症
例
を
記
し
た
他
の
史
料
を
用
い
て
異
同
を
検
討
し
、
可
能
な
限
り
前
者

（
叩
）

の
欠
を
補
い
、
併
せ
て
著
者
に
よ
っ
て
死
亡
年
月
日
が
確
定
さ
れ
た
松
原
貞
（
定
）
碩
の
妻
に
つ
い
て
新
し
い
知
見
が
得
ら
れ
た
の
で
報
告

李
，
プ
包
○

二
、
呉
の
著
書
中
の
「
乳
巖
姓
名
録
」
と
個
別
症
例
記
録
と
の
比
較

（
５
）

従
来
、
呉
の
収
載
す
る
「
乳
巖
姓
名
録
」
が
研
究
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
「
乳
巖
姓
名
録
」
に
は
計
一
六
五
名
に
つ
い
て
、
各
々
年

月
日
、
出
身
地
、
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
再
発
例
が
七
例
、
三
発
例
が
二
例
存
在
す
る
の
で
計
一
五
四
名
の
患
者
と
な
る
。
尤
も

こ
の
中
に
記
載
さ
れ
た
全
て
の
患
者
が
手
術
的
治
療
を
受
け
た
か
否
か
も
明
ら
か
で
な
い
。

期
日
で
最
も
早
い
の
は
第
一
例
目
の
「
文
化
元
年
申
子
年
正
月
念
九
紀
州
広
口
村
喜
兵
衛
妻
」
で
あ
り
、
最
後
は
第
一
六
五
例
目
の

「
嘉
永
元
年
戌
申
十
一
月
六
日
和
州
式
上
郡
慈
恩
寺
村
佐
兵
衛
妻
」
で
、
四
十
四
年
間
に
わ
た
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
青
洲
は
天
保
六
年

二
八
三
五
）
十
月
二
日
に
没
し
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
第
一
五
六
例
目
の
「
天
保
六
年
六
月
十
六
日
小
幡
市
之
岡
元
五
郎
内
」
ま
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で
は
青
洲
自
身
が
執
刀
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
４
）

最
初
に
麻
沸
散
に
よ
る
全
身
麻
酔
下
で
手
術
を
受
け
た
藍
屋
利
兵
衛
の
母
勘
に
つ
い
て
は
「
乳
巖
治
験
録
」
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
特
に

初
期
の
患
者
に
つ
い
て
姓
名
や
手
術
日
を
含
め
た
記
録
や
摘
出
し
た
腫
瘍
塊
の
図
な
ど
具
体
的
事
項
を
記
録
し
た
史
料
が
遺
さ
れ
て
い
る
の

で
具
体
的
に
初
期
の
二
十
例
に
つ
い
て
一
括
し
て
表
と
し
て
掲
げ
て
お
く
。

（
５
）

さ
て
表
一
に
示
し
た
よ
う
に
「
乳
巖
姓
名
録
」
中
の
最
初
の
二
十
名
中
、
年
月
日
、
住
所
、
姓
名
、
年
齢
な
ど
に
つ
い
て
、
他
史
料
と
何

ら
か
違
い
の
あ
る
場
合
は
九
症
例
に
及
ん
で
い
る
。
症
例
の
（
一
）
か
ら
（
三
）
ま
で
は
手
術
を
受
け
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
実

質
的
に
手
術
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
十
七
症
例
中
九
症
例
で
あ
る
か
ら
差
異
の
割
合
は
五
三
％
と
高
率
で
あ
る
。
い
か
に
「
乳
巖
姓
名
録
」

の
記
述
が
あ
や
ふ
や
で
あ
る
か
理
解
で
き
よ
う
。

（
５
）

「
乳
巖
姓
名
録
」
が
文
字
通
り
乳
癌
患
者
の
名
簿
で
あ
り
、
必
ず
し
も
全
て
が
手
術
患
者
の
み
を
記
し
た
手
術
台
帳
で
は
な
か
っ
た
こ
と

は
、
最
初
の
三
名
が
記
述
さ
れ
た
年
月
日
に
手
術
を
受
け
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
証
せ
ら
れ
る
。
第
四
例
目
の
藍
屋
利

兵
衛
の
母
勘
以
降
は
大
体
手
術
を
受
け
た
も
の
と
見
倣
し
て
大
過
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
正
確
を
期
す
た
め
に
は
、
個
々
の
記
録
を
見
い

出
し
、
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
各
々
の
症
例
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
録
は
極
め
て
少
な
く
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
第

（
４
）

四
例
目
の
藍
屋
利
兵
衛
の
母
勘
に
つ
い
て
記
し
た
「
乳
巖
治
験
録
」
の
他
に
、
表
に
は
記
さ
な
か
っ
た
が
、
わ
ず
か
に
第
六
十
例
目
の
飛
州

（
Ⅱ
）
（
過
）

高
山
の
広
瀬
屋
利
兵
衛
の
妻
、
第
七
十
例
目
の
小
豆
島
宝
村
長
太
夫
の
妻
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
広
瀬
屋
利
兵
衛
の
妻
は
「
乳
巖
姓
名

（
５
）録
」
に
は
「
文
化
十
癸
酉
年
（
一
八
一
三
Ｉ
著
者
注
）
九
月
既
望
飛
州
高
山
広
瀬
屋
利
兵
衛
妻
」
と
あ
る
が
、
野
村
都
の
記
し
た
症
例
記

（
Ⅱ
）録
に
は
、
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
五
月
十
一
日
に
手
術
が
行
わ
れ
た
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
両
史
料
で
手
術
の
時
期
に
三
年
の
差
が
認
め
ら

れ
る
。

（
Ⅲ
）

ま
た
小
豆
島
宝
村
の
長
太
夫
に
つ
い
て
は
、
小
豆
島
に
「
宝
村
」
は
存
在
せ
ず
、
こ
れ
は
「
室
村
」
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
、
加
え
て
手
術

（
５
）

の
期
日
に
つ
い
て
「
乳
巖
姓
名
録
」
に
は
「
文
化
十
二
年
乙
亥
六
月
五
日
」
と
あ
り
、
「
乳
岩
図
説
」
に
は
「
文
化
十
有
二
歳
六
月
十
一
日
割
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表1「乳巖姓名録」（頭の番号は便宜上付した）史料間の異同。（）の数字は

文献の番号

喜兵衛妻

池田清右衛門

妻

紙屋重兵衛伯

母

藍屋利兵衛母

文化元申子正月念九紀州広口村

同二月念二泉州岸和田

１
２

3同六月朔 同国同所

(十四)(十七)(十八）

に「六十歳」とある。

4同十月既望 和州五条駅

5文化二乙丑正月六日同国狐井村彦右衛門内

6同三丙寅年六月紀州和歌山大田屋太郎兵衛

十二日鍛冶橋広瀬内

7同三丙寅年七月伯州下広口村善次母

二十三月（日の誤り）

8同四丁卯年正月紀州橋本駅鍛冶治助妻

念九（年三十）

｢二十三月」とあるが

｢二十三日」の誤り。

(十七）には「鍛冶甚

兵衛妻歳三十」とあ

り、（十四）には「鍛

治屋兵衛妻三拾五」

とある。「治｣は｢冶」

の誤り。

9同四丁卯年二月

二十日

10同四丁卯年三月

二十九日

泉州貝塚向野次助内

紀州麻生津彦兵衛内 (十四）には「歳五十

七」とあり、（十七）

には「紀州伊都郡麻

生津郷西脇邨｣｢歳五

十有五」とある。

(十四）には「三河屋

甚兵衛母六十」とあ

り、（十七）には「歳

六十」とある。

(十四）には「歳五十

九」とあり、（十七）

には｢歳五十有五｣、

(十八）に「沖之州｣、

｢年五十六」とある。

11文化五戌辰年二月望同橋本駅三河屋治兵衛

阿波徳島沖州水主平七母12同三月七日
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13同五月望

14同六月十三日

15同七月念二

16同八月十三日

17同十月九日

18文化五戊辰年

十一月晦

19文化六已巳年

二月二日

20同二月十二日

日本医史学雑誌第48巻第1号(2002)

表lつづき

紀州有田郡

那須原

同山保田

杉原村

同大河

阿波撫養

紀州多賀郡

杉原

同山ノ保田

美濃不破

一色村

紀州山保田

佐五右衛門母

重助内

傳兵衛内

京屋幸作母

十助内

重助内

文八内

重助内

(十四）（十八)に｢那

須村」「年六十四｣、

(十七）には「杉野原

邨」「歳四十有三」と

ある。

(十四）（十八)に｢杉

野原村｣｢年四十三｣、

(十七）には「杉野原

邨」「歳四十有三」と

ある。

(十四）にも「紀州名

智郡大川浦傳兵衛母

歳五十五」とあり、

(十七）には「紀州名

草郡大川浦傳兵衛

母歳五十有五」とあ

る。

(五）には「天野屋幸

作母歳五十文化五

年戌辰八月」とあり、

(十七）には「阿州板

野郡撫養南天野屋幸

作母歳五十有四文

化五年戌辰八月切

断」とある。

(十四）には「不破一

色邑文八妻年三十七

文化已巳春塊重升

五拾二銭」とある。
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れ
る
。 第

七
十
症
例
の
「
小
豆
島
室
村
」
が
、
「
小
豆
島
宝
村
」
と
記
さ
れ
、
第
二
四
症
例
の
「
鍛
冶
甚
兵
衛
」
と
第
八
症
例
の
「
鍛
冶
治
助
」
が

混
同
さ
れ
て
住
所
、
氏
名
が
誤
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
患
者
の
予
後
の
調
査
を
し
よ
う
と
考
え
て
当
該
の
村
や
寺
の
過
去
帳
に
俗
名

を
求
め
て
も
見
出
す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
著
者
が
予
後
の
調
査
の
た
め
こ
れ
ら
乳
癌
患
者
の
死
亡
年
月
日
を
求
め
て
も
三
十
年
間
に
わ
ず

（
叩
）

か
五
例
の
み
確
定
出
来
た
に
過
ぎ
な
い
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
個
々
の
症
例
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
録
の
発
掘
が
望
ま

（
吃
）
（
蝿
）

之
」
と
あ
り
、
「
花
岡
留
熱
秘
録
」
に
は
「
文
化
十
二
年
二
八
一
五
ｌ
著
者
注
）
六
月
十
日
」
に
手
術
し
た
旨
の
記
載
が
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の

（
５
）

史
料
に
は
初
診
が
「
六
月
八
日
」
と
あ
り
、
「
乳
巖
姓
名
録
」
の
「
六
月
五
日
」
と
三
日
の
差
が
認
め
ら
れ
る
。
手
術
日
に
つ
い
て
も
右
に
述

べ
た
よ
う
に
二
つ
の
史
料
に
「
六
月
十
日
」
と
「
六
月
十
一
日
」
と
一
日
で
は
あ
る
が
食
い
違
い
が
あ
る
。

ま
た
表
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、
「
乳
巖
姓
名
録
」
中
の
第
一
三
二
症
例
の
「
文
政
七
年
甲
申
九
月
十
七
日
、
和
州
吉
野
郡
木
津
川
新
八

（
戸
口
）

虎
女
年
十
又
七
核
量
三
十
銭
」
に
つ
い
て
、
「
乳
岩
治
療
書
」
に
は
「
和
州
芳
野
郡
木
津
川
村
新
八
娘
歳
二
十
二
右
乳
患
之
文
政

（
Ⅳ
）

七
年
甲
申
九
月
念
二
日
切
断
塊
重
升
二
百
銭
也
」
と
あ
っ
て
年
齢
、
月
日
、
切
除
し
た
腫
瘍
の
重
量
に
い
ず
れ
も
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
「
乳
巖
姓
名
録
」
の
第
一
三
三
症
例
に
つ
い
て
「
文
政
八
乙
酉
四
月
十
三
日
京
師
伏
見
海
道
森
下
町
五
條
上
ル
永
松
屋
清
兵

（
５
）

衛
内
」
と
あ
る
が
、
「
乳
岩
治
療
害
」
に
は
「
京
師
伏
見
開
道
五
条
上
ル
永
枩
屋
清
兵
衛
妻
、
年
四
十
有
一
文
政
八
乙
酉
年
四
月
十
四
日

（
〃
）

切
断
」
と
あ
っ
て
、
住
所
、
年
月
日
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
枩
は
松
の
異
体
字
で
あ
る
か
ら
同
じ
に
見
倣
し
て
も
よ
い
。

（
５
）

こ
の
よ
う
に
少
数
例
で
は
あ
る
が
、
個
々
の
症
例
の
記
録
が
存
在
す
る
場
合
、
そ
れ
と
「
乳
巖
姓
名
録
」
の
記
述
と
の
間
に
年
月
日
、
住

所
、
姓
名
い
ず
れ
か
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
差
が
生
じ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
「
乳
巖
姓
名
録
」
の
記
載
の
任
に
あ
っ
た
門

う
り
）人
が
記
入
の
条
件
、
例
え
ば
初
診
日
に
す
る
と
か
、
手
術
日
に
す
る
と
か
を
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
書
写
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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本
文
第
一
行
目
の
氏
名
「
松
原
磧
」
は
、
後
文
に
「
貞
磧
」
と
あ
る
の
で
、
「
貞
」
が
脱
落
し
た
も
の
で
、
住
所
、
氏
名
か
ら
、
前
述
し
た

（
５
）
（
５
）

「
乳
巖
姓
名
録
」
の
第
一
四
八
症
例
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
「
乳
巖
姓
名
録
」
の
「
定
碩
」
と
こ
の
史
料
の
「
貞
磧
」
は

（
Ｆ
Ｄ
）

同
音
で
あ
り
、
問
題
は
な
い
。
但
し
年
齢
は
こ
の
史
料
で
は
三
十
歳
、
「
乳
巖
姓
名
録
」
で
は
「
三
十
四
（
歳
）
」
と
異
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ

尾
州
津
島
、
松
原
磧
妻
、
行
年
三
十
歳
。
初
起
、
昨
年
二
月
師
二
乞
治
、
而
愈
。
其
核
量
四
十
曵
也
。
同
年
十
月
二
至
テ
再
発
ス
。
其

ハ
同
国
ノ
門
人
某
乞
治
、
而
愈
。
其
核
三
十
美
。
又
同
年
四
月
二
至
テ
三
発
シ
、
依
テ
再
来
テ
乞
治
。
按
ル
ー
乳
傍
ハ
結
毒
状
ヲ
ナ
シ
テ

堅
シ
。
色
紫
黒
ニ
シ
テ
閾
ス
。
錐
然
塊
物
ハ
ナ
シ
。
腋
下
二
三
塊
ア
リ
。
此
漸
々
増
長
シ
タ
ル
者
也
。
師
日
。
此
症
全
不
治
也
。
旦
急

虚
ナ
ル
カ
故
二
、
治
療
セ
ス
ト
云
リ
。
然
し
共
貞
磧
再
三
乞
治
。
故
二
麻
薬
ヲ
與
テ
腋
下
ヲ
裁
断
ス
。
即
チ
絡
豚
二
少
シ
カ
、
リ
テ
、

出
血
ス
ル
丁
凡
六
合
許
リ
。
后
出
血
止
テ
、
金
創
ノ
治
二
應
シ
テ
収
ム
。
即
時
二
死
ス
。
腋
下
ノ
塊
可
恐
々
々
。

同
音
で
あ
り
、
問
題
は
な
い
。

が
正
し
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

「
乳
巖
姓
名
録
」
に
は
、
第
一

文
政
十
三
庚
寅
三
月
二
日

以
前
著
者
は
、
青
洲
在
世
当
時
の
華
岡
家
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
「
地
蔵
寺
」
の
過
去
帳
の
中
に
松
原
貞
碩
の
妻
の
名
が
披
見
さ
れ
た
こ
と

乳
岩
三
発
之
證

尾
州
津
島
、
松
原

尾
州
津
島
松
原
定
碩
妻

（
行
年
三
十
四
。
核
量
九
銭
五
厘
）

こ
の
症
例
に
関
し
て
は
「
青
洲
先
生
治
験
録
」

三
、
松
原
貞
（
定
）
碩
の
妻
「
通
那
」
の
手
術
年
月
日（

５
）

四
八
症
例
と
し
て
、
次
の
通
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
喝
）

に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
句
読
点
ｌ
著
者
）
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あ
る
。 前

掲
の
「
乳
岩
三
発
之
證
」
に
よ
れ
ば
、
「
通
那
」
は
三
発
し
て
お
り
、
そ
の
時
期
は
「
同
年
四
月
二
至
テ
三
発
シ
」
と
あ
り
、
月
は
特
定

で
き
る
が
、
年
は
確
定
で
き
な
い
。
し
か
し
右
に
記
し
た
記
録
に
は
乳
癌
の
腋
下
へ
の
転
移
の
た
め
、
予
後
を
考
え
て
青
洲
は
手
術
を
固
辞

し
た
と
あ
る
。
し
か
し
夫
貞
碩
の
再
三
の
要
請
に
よ
り
、
止
む
を
得
ず
手
術
を
敢
行
し
た
が
、
恐
ら
く
腋
下
動
脈
か
ら
の
六
合
つ
ま
り
約

一
○
○
○
グ
ラ
ム
を
超
え
る
出
血
の
た
め
、
貞
碩
の
妻
は
術
直
後
に
死
亡
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
乳
巖
姓
名
録
」
中
の
文
政
十
三
年
三
月

（
５
）

二
日
は
、
第
三
回
目
の
手
術
を
示
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。

「
乳
岩
三
発
之
證
」
に
は
、
最
初
の
手
術
は
「
二
月
」
に
行
わ
れ
、
核
量
は
「
四
十
銭
」
と
い
う
。
「
乳
巖
治
験
録
」
に
は
核
量
が
「
九
銭

（
Ｆ
Ｄ
）

五
厘
」
と
あ
っ
て
大
き
く
異
な
る
が
、
「
昨
年
二
月
」
は
「
昨
年
三
月
」
と
誤
記
し
易
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
「
乳
巖
姓
名
録
」
中
の
年
月

（
５
）日
は
最
初
の
手
術
日
な
い
し
初
診
日
を
記
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

一
回
目
の
手
術
自
体
は
成
功
し
た
も
の
の
、
そ
の
年
の
十
月
に
再
発
し
、
故
郷
に
居
住
す
る
青
洲
の
門
人
に
手
術
を
受
け
た
と
い
う
。

（
略
）

青
洲
の
門
人
で
尾
州
に
居
住
す
る
の
は
、
呉
の
著
書
に
採
録
す
る
と
こ
ろ
の
「
華
岡
青
洲
先
生
春
林
軒
門
人
録
」
に
よ
れ
ば
左
の
三
人
で

法
輸
妙
説
大
姉
天
保
三

尾
州
律
島
横
町
松
原
と

「
律
島
」
は
「
津
島
」
の
誤
記

に
残
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

（
叩
）

を
報
じ
た
。
過
去
帳
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

文
政
一
○
、
九
朔
津
島
足
立
円
庵

同
二
、
四
、
二
四
海
東
郡
津
島
村
大
口
春
甫

天
保
十
五
、
二
朔
海
東
郡
津
島
村
大
口
貞
順

天
保
二
辛
卯
四
月
十
一
日

松
原
貞
碩
妻
俗
名
通
那

の
誤
記
で
あ
る
。
こ
の
過
去
帳
の
記
述
に
よ
っ
て

貞
碩
の
妻
「
通
那
」
が
天
保
二
年
二
八
三
二
四
月
十
一
日
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（
Ｍ
）

「
華
岡
氏
治
術
図
識
」
中
に
こ
の
患
者
に
つ
い
て
「
紀
州
橋
本
三
河
屋
治
兵
衛
母
既
療
而
三
年
再
発
核
文
政
六
己
巳
春
二
月
」
と
記

述
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
治
兵
衛
の
「
母
」
と
あ
る
。
三
年
後
に
再
発
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
「
乳
巖
姓
名
録
」
で
は
翌
年
に
再
発
し

（
一
口
）

た
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
文
政
六
己
巳
春
二
月
」
と
あ
る
が
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
の
干
支
は
、
「
癸
未
」
で
あ
っ
て
、
「
己
巳
」
は
文

化
六
年
二
八
○
九
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
「
文
政
六
己
巳
」
は
「
文
化
六
年
己
巳
」
の
誤
記
で
あ
る
。
第
一
回
目
の
手
術
後
に
つ
い

（
川
）

て
も
「
華
岡
氏
治
術
図
譜
」
の
「
既
療
而
三
年
再
発
核
」
は
恐
ら
く
書
写
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
「
既
療
而
一
年
再
発
核
」
を
誤
っ
た
と
推

慥
か
に
は
決
し
難
い
。

年
四
月
」
に
と
↑

た
も
の
で
あ
る
。

四
、
三
河
屋
治
兵
衛
の
妻
の
手
術

（
５
）

「
乳
巖
姓
名
録
」
の
第
十
一
症
例
は
「
文
化
五
戌
辰
年
二
月
望
紀
州
橋
本
駅
三
河
屋
治
兵
衛
内
」
で
あ
る
。
再
発
し
て
翌
年
に
手
術
を

（
５
）

受
け
、
同
じ
く
「
乳
巖
姓
名
録
」
の
第
二
五
症
例
目
に
「
文
化
六
己
巳
九
月
十
三
日
紀
州
橋
本
駅
三
河
屋
治
兵
衛
母
（
再
発
こ
と
あ

る
。
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
の
条
に
は
治
兵
衛
の
「
内
」
、
翌
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
の
条
に
は
「
母
」
と
あ
っ
て
い
ず
れ
が
正
し
い
か

こ
の
よ
う
に
松
原
貞
（
定
）
碩
の
妻
通
那
は
、
三
回
の
手
術
を
受
け
た
が
、
第
一
回
、
第
三
回
の
手
術
は
春
林
軒
に
お
い
て
青
洲
に
よ
っ
て

（
Ｆ
Ｄ
）

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
乳
巖
姓
名
録
」
に
は
第
一
回
目
の
手
術
し
か
記
録
さ
れ
て
い
な
い
・
第
三
回
目
の
手
術
の
直
後
に
出
血
多
量
で
死

（
５
）

亡
し
た
た
め
、
「
乳
巖
姓
名
録
」
に
記
載
さ
れ
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
年
月
日
が
入
門
日
か
、
あ
る
い
は
免
状
を
得
た
年
月
日
か
は
明
確
に
し
得
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
第
二
回
目
の
手
術
を
行
っ
た

者
は
足
立
円
庵
か
大
口
春
甫
か
の
い
ず
れ
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
あ
る
い
は
両
者
が
協
力
し
て
行
っ
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
不
幸
な
こ
と
に
通
那
の
乳
癌
は
三
発
し
、
翌
年
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
四
月
に
第
三
回
目
の
手
術
を
受
け
た
。
記
録
に
は
「
同

年
四
月
」
に
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
翌
年
四
月
」
の
誤
記
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
書
写
が
繰
り
返
さ
れ
た
た
め
に
こ
の
誤
り
が
生
じ
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察
さ
れ
る
。

（
ｕ
）

「
華
岡
氏
治
術
図
識
」
に
は
摂
州
大
坂
住
座
間
前
の
商
人
河
内
屋
清
右
エ
門
の
妻
六
十
一
歳
の
例
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
五
枚
の
図
が
付

（
１
）

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
症
例
に
関
し
て
呉
秀
三
も
右
の
史
料
の
文
章
と
図
四
枚
を
転
載
し
て
い
る
。
手
術
は
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
四
月
八
日

に
行
わ
れ
た
が
、
「
乳
巖
姓
名
録
」
の
文
化
三
年
二
八
○
六
）
の
条
に
は
「
大
田
屋
太
郎
兵
衛
内
」
と
「
善
次
母
」
の
二
名
だ
け
で
、

（
５
）

「
河
内
屋
清
右
衛
門
妻
」
の
名
は
見
え
な
い
・

文
化
三
年
二
八
○
六
）
四
月
八
日
と
言
え
ば
、
手
術
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
例
と
し
て
、
そ
れ
以
前
僅
に
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）

十
月
十
三
日
の
「
藍
屋
利
兵
衛
母
（
勘
）
」
と
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
正
月
六
日
の
「
彦
右
衛
門
内
」
の
二
名
が
「
乳
巖
姓
名
録
」
に
披
見

（
５
）

さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
も
し
彦
右
衛
門
の
妻
が
手
術
を
受
け
て
い
る
と
す
れ
ば
、
清
右
衛
門
の
妻
は
乳
癌
の
手
術
例
と
し
て
は
胄
洲
に
と
っ

て
は
極
め
て
貴
重
な
第
三
例
目
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
乳
癌
の
治
療
に
最
大
の
関
心
を
寄
せ
て
い
た
青
洲
で
あ
っ
た
か
ら
、
い
か
に
「
乳

（
５
）

巖
姓
名
録
」
の
記
入
を
門
人
に
任
せ
て
い
た
胄
洲
と
言
え
ど
も
、
末
記
載
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
河
内
屋
清
右
衛
門
の
妻
は
四
、
五
年
前
か
ら
発
病
し
て
い
た
と
い
う
。
著
者
は
「
乳
巖
姓
名
録
」
の
第
二
症
例
「
文
化
元
年
甲
子
二

（
５
）

月
念
二
泉
州
岸
和
田
池
田
清
右
衛
門
妻
」
と
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
住
所
が
「
大
坂
住
座
間
前
」
と
「
泉
州
岸
和
田
」
、

姓
名
が
「
河
内
屋
」
と
「
池
田
」
と
異
な
っ
て
い
る
た
め
同
一
人
物
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
す
る
考
え
が
強
い
の
も
当
然
で
あ
る
。
し
か
し

少
な
く
と
も
池
田
清
右
衛
門
の
妻
が
青
洲
に
診
療
を
受
け
た
の
が
文
化
元
年
二
八
○
四
）
で
あ
る
こ
と
は
「
乳
巖
姓
名
録
」
に
よ
り
明
ら
か

（
皿
）

で
、
一
方
「
華
岡
氏
治
術
図
識
」
に
は
文
化
三
年
二
八
○
六
）
に
河
内
屋
清
右
衛
門
の
妻
の
手
術
が
行
わ
れ
た
と
あ
る
。
両
者
が
同
一
人
物

と
す
れ
ば
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
に
診
療
さ
れ
、
文
化
三
年
二
八
○
六
）
に
手
術
を
受
け
て
そ
の
間
隔
は
二
年
で
あ
り
、
前
述
し
た
四
、

五
年
と
は
少
し
異
な
る
が
、
懸
隔
甚
だ
し
い
と
い
う
訳
で
な
い
。
姓
名
も
「
池
田
清
右
衛
門
」
が
「
河
内
屋
」
を
名
乗
っ
て
も
何
ら
不
思
議

五
、
清
右
衛
門
の
妻
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で
な
く
、
初
診
の
時
に
岸
和
田
に
住
ん
で
い
た
が
、
二
年
後
に
大
坂
の
「
座
間
前
」
に
移
っ
た
可
能
性
も
池
田
清
右
衛
門
が
商
人
で
あ
っ
た

（
５
）

と
す
れ
ば
皆
無
で
な
い
。
姓
名
に
関
し
て
も
、
「
乳
巖
姓
名
録
」
の
記
述
が
す
べ
て
正
し
い
と
は
断
定
出
来
な
い
。
例
え
ば
「
乳
巖
治
験
録
」

（
５
）
（
脚
）

第
十
六
症
例
の
「
京
屋
幸
作
母
」
は
「
華
岡
氏
治
術
図
識
」
に
は
「
天
野
屋
幸
作
母
」
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
「
華
岡
氏
治

（
Ｍ
）

術
図
識
」
が
正
し
い
と
も
言
え
な
い
。

右
に
述
べ
た
こ
と
は
、
岸
和
田
の
池
田
清
右
衛
門
と
座
門
前
の
河
内
屋
清
右
衛
門
と
を
強
引
に
結
び
付
け
た
も
の
と
の
そ
し
り
を
受
け
る

こ
と
必
定
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
場
合
手
術
施
行
年
月
日
が
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
四
月
八
日
と
し
て
極
め
て
早
期
で
あ
る
こ
と
が
最
も
重
要

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
考
盧
す
る
と
、
住
所
や
姓
名
が
多
少
異
な
っ
て
い
て
も
、
両
者
の
間
に
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
も
決
し
て
誤
り
で
は
な
い
と
思
う
。
但
し
清
右
衛
門
も
当
時
多
か
っ
た
名
前
で
あ
る
の
で
、
異
姓
同
名
の
清
右
衛
門
の
妻
の
可
能
性
も

十
分
考
慮
さ
れ
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
新
史
料
の
出
現
に
期
待
し
た
い
。

え
な
い
。

従
っ
て
両
者
を
綿
密
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
青
洲
一
門
が
行
っ
た
乳
癌
手
術
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ

つ
（
》
０

（
５
）

華
岡
青
洲
の
業
績
の
中
で
、
特
筆
さ
れ
る
乳
癌
の
手
術
の
研
究
に
関
し
て
、
史
料
「
乳
巖
姓
名
録
」
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
そ

の
記
載
は
極
め
て
不
完
全
で
あ
り
、
記
述
を
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
こ
と
は
危
険
で
、
引
用
に
際
し
て
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

門
人
に
よ
っ
て
筆
記
さ
れ
た
個
々
の
乳
癌
患
者
の
治
療
記
録
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
の
記
録
の
記
載
も
必
ず
し
も
す
べ
て
が
正
確
と
は
言

お
わ
り
に
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AStudyonSeishuHanaoka's@6NyuganSeimeiRoku''
ANameListofBreastCancerPatients

AkitomoMATSUKI

TreatmentofbreastcancerwasthelifeworkoISeishuHanaoka(1760-1836)andoneofhis

greatestachievementswasthedevelopmentofanoralgeneralanestheticcalled"Mafutsu-san."His

intenseconcernaboutthediseasedrovehimtodeveloptheanesthetic.Thisissubstantiatedbythe

factsthatthefirstadministrationoftheanestheticwastoapatientnamedKanAiyaforatumor

excisionofherleftbreastinOctoberl3th,1804,andthatl54patientswithbreastcancerwerelisted

inthe"NyuganSeimeiRoku"or"ANameListofBreastCancerPatients・”

ThusthestudyofhisbreastcancerpatientsisessentialandindispensableforunderstandingSeishu

IIanaoka'smedicalbiographyindepth.However,thedescriptionsofnames,datesandaddressesof

thepatientswrittenin"NyuganSeimeiRoku"areincorrectandtheydonotalwaysagreewiththose

inotherhistoricaldocuments.Wealsodonotknowwhetherthedatesmeanthoseofthefirst

examinationorthoseofsurgicaloperations.

Severalcaserecordsofbreastcancerpatientsdescribedbyhisdiscipleshavebecomeavailable,

andbycomparingthemwith"NyuganSeimeiRoku,''wecouldknowmoredetailedandcorrect

conditionsofthepatients.ThecaseofthewifeofTeisekiMatsubaraisatypicalone,inwhichthe

exactdateandthecauseofherdeathwereeluciated.
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